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Abstract 

Previous studies have examined the relation egocentrism­abuse and egocent­ 

rism­sexual behavior. But there are many scales of egocentrism and its contents 

are varied. The purpose of this study is to examine the contents of egocentrism. 

The method is to assess the Japanese version of the Adolescent Egocentrism­ 

Sociocentrism scale and Twenty Statements Test for students in adolescent. As for 

the result, significant differences appeared between the Japanese version of the A 

dolescent Egocentrism­Sociocentrism scale and Twenty Statements Test. The 

study revealed some different contents of egocentrism at these scales. 

Keywords : egocentrism, the Adolescent Egocentrism­Sociocentrism scale, Twenty 

Statements Test, adolescenct
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は じ め に 

「 自 己 中 心 自 己 中 」 と 聞 く ( ) 

と 一 般 的 に 自 分 を 物 事 の 中 心 と 

考 え 他 人 の こ と を 考 慮 せ ず 行 動 

す る こ と あ る い は そ の よ う な , 

人 物 を イ メ ー ジ す る か も し れ な 

い 。 自 己 中 心 性 は 人 間 の 様 々  な 

Holmbeck 行 動 に 影 響 を 与 え る 。 

ら は ， 青 年 の 避 妊 行 動 と (1994) 

自 己 中 心 性 の 関 係 を 研 究 し ， 避 

妊 行 動 を 取 ら な い 青 年 は 避 妊 行 

動 を 取 る 青 年 よ り も 自 己 中 心 性 

が 高 い こ と を 報 告 し て い る 。 ま 

た ， 虐 待 を 受 け た 子 ど も と 青 年 

は そ う で な い 子 ど も や 青 年 に 比 

べ て ， 自 己 中 心 性 が 高 い こ と を 

報 告 し て い る 。 ( ) Burack, et al., 2006 

発 達 心 理 学 で ， が 提 唱 Piaget 

「 」 。 し て い る 自 己 中 心 性 が あ る 

こ れ は ， 幼 児 が 自 分 自 身 を 他 者 

の 立 場 に お い た り 他 者 の 視 点 , 

に 立 っ た り す る こ と が で き な い 

と い う 認 知 上 の 限 界 性 を 示 す も 

の で ， 幼 児 の 認 知 的 な 特 徴 の こ 

と を 指 し て い る 。 こ の よ う な 幼 

児 期 か ら 児 童 期 に か け て の 自 己 

中 心 性 は ， 形 式 的 操 作 に 基 づ く 

思 考 を 獲 得 す る 青 年 期 に は 解 決 

さ れ て い く 。 青 年 期 に な る と 幼 

児 期 か ら 児 童 期 に か け て 有 し て 

い た 自 己 中 心 性 か ら 解 き 放 た れ 

る が ， 同 時 に 新 た な 自 己 中 心 性 

に 囚 わ れ る と は 論 じ Elkind(1967) 

て い る 。 つ ま り ， 形 式 的 推 論 の 

達 成 に よ っ て 自 分 自 身 の 思 考 に 

つ い て だ け で な く 他 者 の 思 い や 

考 え を も 考 慮 す る こ と が で き る 

よ う に な る 。 し か し ， 他 者 が 考 

え て い る こ と と 自 分 自 身 の 関 心 

と を 区 別 す る こ と は 難 し い た 

め ， 青 年 は 自 分 が あ る 考 え や 問 

題 に 取 り つ か れ る と ， 他 者 も そ 

の こ と に 関 心 を 持 っ て い る に 違 

い な い と 考 え て し ま う の で あ 

る 。 青 年 期 の 自 己 中 心 性 の 特 徴 

と し て は ｢ 想 像 上 の Elkind(1967) 

観 客 ｣， ｢個 人 的 寓 話 ｣， ｢自 身 焦 

点 ｣ と い う つ の 側 面 を 挙 げ て 3 

い る 。 ｢想 像 上 の 観 客 ｣と は ， 他 

者 も 自 分 の こ と を 自 分 自 身 と 同 

じ く ら い 批 判 や 称 賛 を 持 っ て 見 

て い る と い う 前 提 に 立 っ て 反 応 

を 常 に 予 期 し ， そ れ に 向 け て 反 

応 し て い る と い う も の で あ る 。 

｢個 人 的 寓 話 ｣と は ， 青 年 は 自 分 

が 多 く の 人 に と っ て 非 常 に 重 要 

な 存 在 だ と 信 じ て い る た め ， 自 

分 の 関 心 や 感 情 は 非 常 に 特 殊 で 

独 自 な も の だ と 思 い 込 む よ う に 

。 ， な る と い う も の で あ る そ し て
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つ 目 の ｢自 身 焦 点 ｣と は ， 他 者 3 

の 考 え や 思 い よ り も む し ろ 自 分 

自 身 の 内 面 の 考 え ， 思 い の 方 に 

注 目 す る と い う も の で あ る 。 

こ の よ う に 青 年 期 の 自 己 中 心 

性 は 他 者 社 会 と の 関 わ り の 中 ( ) 

で 形 成 さ れ ， 社 会 的 認 知 が 関 わ 

っ て い る と 考 え ら れ る 。 社 会 的 

認 知 と は 子 ど も や 青 年 が 他 者 , 

を 理 解 す る た め に 概 念 化 し , 学 

ん で い く 過 程 の こ と で あ る 。 青 

年 期 の 自 己 中 心 性 は ， 幼 児 期 の 

よ う な 認 知 的 能 力 よ り も む し ろ 

社 会 的 ・ 感 情 的 発 達 が 関 わ っ て 

い る と 考 え ら れ る 。 

自 己 中 心 性 の 研 究 に つ い て ， 

ら は 青 年 期 ま で の Enright (1980) 

自 己 中 心 性 を 測 定 す る 質 問 紙 

(Adolescent Egocentrism­ Sociocentrism 

， 以 下 尺 度 を 作 成 し Scale AES ) 

た 。 尺 度 は ， 自 己 中 心 性 想 AES ( 

像 上 の 観 客 個 人 的 寓 話 自 身 焦 , , 

点 ， 社 会 中 心 性 ， 非 社 会 性 の ) 

下 位 尺 度 か ら 構 成 さ れ て い る 。 

AES (yama し か し ， 尺 度 日 本 語 版 

で は ,個 人 的 寓 話 moto et al. 2008) , 

因 子 は 見 出 さ れ ず ， 自 己 中 心 性 

想 像 上 の 観 客 自 身 焦 点 ， 社 ( ) , 

会 中 心 性 ， 非 社 会 性 の 下 位 尺 度 

ya­ と な っ た 。 そ の 理 由 と し て 

ら は ， ｢ 他 者 と 違 う mamoto (2008) 

こ と を 良 し と し な い 日 本 社 会 の 

傾 向 が 反 映 さ れ て い る の か も し 

れ な い ｣と 述 べ て い る 。 

ま た ， ら は 青 年 Enright (1980) 

期 の 自 己 中 心 性 は 青 年 期 の 前 期 

か ら 後 期 へ と 移 る に つ れ て 減 少 

す る と 報 告 し て い る 。 し か し な 

が ら 近 年 の 研 究 は こ の 結 果 に , 

対 し て 批 判 的 に な っ て き て お 

り ， 自 己 中 心 性 の 特 定 の 側 面 は 

全 青 年 期 を 通 じ て 一 定 し て 存 在 

し ， 成 人 期 に 至 っ て も 存 在 し 続 

(Coleman け る と い う 報 告 も あ る 

。 ま た ， 根 and Hendry 1999/2003) , 

本 的 な 問 題 と し て 自 己 中 心 性 の 

研 究 は こ れ ま で 質 問 紙 に よ っ て 

行 わ れ て き て お り ， 青 年 が 社 会 

生 活 に お い て 実 際 に 直 面 す る 状 

況 の 文 脈 を 考 慮 に 入 れ て 来 な か 

っ た と い う 批 判 も あ る 。 そ の た 

め ， 改 め て 青 年 期 に お け る 自 己 

中 心 性 と は ど う い う も の で あ る 

の か が 議 論 さ れ る 状 況 に あ り ， 

青 年 期 に お け る 自 己 中 心 性 に 関 

す る 研 究 は 未 だ 発 達 段 階 に あ る 

と い え よ う 。 

自 己 中 心 性 の 程 度 を 調 べ る 別 

Twenty Statements の 検 査 と し て ， 

答 法 以 下 と す る が Test:20 ( TST )
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あ る 。 は ， 星 野 に よ TST (1986) 

れ ば ， が 創 案 し た 検 査 で ， Kuhn 

20 「 私 は ， ･ ･ ･」 に 続 く 文 章 を 

通 り 書 か せ る こ と に よ っ て 自 分 

自 身 に つ い て の 意 識 ， 態 度 お よ 

び 評 価 な ど を 知 る こ と が で き 

る 。 そ の 回 答 内 容 は ， 社 会 的 ・ 

客 観 的 事 実 を 述 べ た 合 意 反 応 ， 

主 観 的 な 判 断 を 述 べ た 非 合 意 反 

応 ， 氏 名 や ニ ッ ク ネ ー ム な ど の 

特 異 反 応 の ３ つ に 分 類 さ れ る 。 

そ し て ， 合 意 反 応 か ら 非 合 意 反 

応 に 代 わ る 境 目 に あ る 回 答 番 号 

を ロ ー カ ス ･ ス コ ア と 呼 ぶ 。 合 

意 反 応 と 非 合 意 反 応 が 繰 り 返 し 

現 れ る 場 合 は ， 個 以 内 の 文 20 

章 の う ち ， 最 後 に 現 れ た 合 意 反 

応 の 番 号 が ロ ー カ ス ･ ス コ ア と 

な る 。 こ の ロ ー カ ス ･ ス コ ア は 

そ の 回 答 者 の 社 会 的 繋 留 度 を 示 

し て い る 。 こ の 数 値 が 大 き い ほ 

ど 自 分 を 客 観 的 ・ 社 会 的 枠 組 で 

判 断 し て お り ， 逆 に 小 さ け れ ば 

主 観 的 で 自 己 中 心 的 な も の の 考 

え 方 や 評 価 を し て い る と 解 釈 さ 

れ る 。 ま た ， こ の テ ス ト は 小 学 

校 の 中 学 年 か ら 高 齢 者 ま で 誰 で 

も 簡 単 に 出 来 る と い う 利 点 が あ 

り ， 質 問 紙 検 査 と は 違 い ， 自 身 

に つ い て 自 由 に 記 述 さ せ る テ ス 

ト な の で 従 来 の 質 問 紙 検 査 で は 

見 ら れ な か っ た 自 己 中 心 性 が み 

ら れ る の で は な い か と 考 え て い 

る 。

そ こ で ， 本 研 究 で は 今 ま さ に 

, 青 年 期 で あ る 大 学 生 を 対 象 に 

(AES 今 ま で と 同 様 の 質 問 紙 検 査 

尺 度 日 本 語 版 と 自 分 自 身 に つ ) 

い て 自 由 に 回 答 さ せ る 検 査 TST 

， ， を 用 い て 自 己 中 心 性 を 測 定 し 

両 尺 度 に 違 い が あ る の か ど う 

か ， そ し て ， 違 い が 出 る と し た 

， ， ら ど の よ う な 違 い な の か ま た 

青 年 期 特 有 の 自 己 中 心 性 に つ い 

て 男 女 別 に 特 徴 を 検 討 す る こ と 

も 目 的 と し た 。 

方 法 

． 協 力 者 ： 徳 島 県 内 の 国 立 大 1 

学 法 人 大 学 大 学 生 名 男 179 ( 

性 名 ， 女 性 名 の う ち 64 115 ) 

回 答 に 不 備 が あ っ た も の を 除 

161 ( 56 10 い た 名 男 性 名 女 性 , 

名 平 均 年 齢 ± に 5 ; 18 90( 99) . 0. 

調 査 協 力 を 依 頼 し た 。 

． 実 施 日 ： 年 月 日 2 2009 10 23 

の 授 業 時 間 中 に 調 査 用 紙 を 配 

布 し ， そ の 場 で 回 答 を 求 め ， 

回 答 後 に 回 収 し た 。
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． 調 査 用 紙 内 容 3 

． フ ェ イ ス シ ー ト ： 学 部 学 3­1  , 

年 ,年 齢 ,性 別 の 記 入 を 求 め た 。 

． ： ｢『 私 は ， ･ ･ ･ 』 に 続 3­2 TST 

く 文 章 を 自 由 に 思 い つ く ま ま 

に 記 入 し て く だ さ い 頭 に 浮 ( 

か ん だ こ と を そ の ま ま 簡 単 な 

文 章 で 記 入 し て く だ さ い ｣ と ) 

1 20 書 か れ た 提 示 文 の 後 ， ～ 

ま で の 「 私 は ， ･ ･ ･ 」 と 書 か

20 れ た 用 紙 に そ の 後 に 続 く 

通 り の 答 え を 自 由 に 書 か せ る 

も の で あ る 。 

． 尺 度 日 本 語 版 ： 自 己 3­3 AES 

中 心 性 項 目 項 目 ， 社 会 中 (10 ) 

心 性 項 目 項 目 ， 非 社 会 性 (15 ) 

項 目 項 目 の 合 計 項 目 に (8 ) 33 

｢ 全 く 重 要 で は な い ｣ ， ｢ あ ま 

り 重 要 で は な い ｣ ｢普 通 ｣ ｢ま ， ， 

5 あ 重 要 ｣ ， ｢ 非 常 に 重 要 ｣ の 

件 法 で 回 答 す る 。 但 し ， 本 研 

究 で は 自 己 中 心 性 を 比 較 す る 

た め 自 己 中 心 性 項 目 の み を 使 

用 し た 。 

． 得 ら れ た デ ー タ の 処 理 4 

尺 度 日 本 語 版 の 自 己 中 AES 

心 性 項 目 を 「 全 く 重 要 で は な 

」 「 」 い の 点 か ら 非 常 に 重 要 1 

を 点 と し , 項 目 点 満 点 5 10 50 

で 算 出 し た 。 の 反 応 お よ TST 

， び ロ ー カ ス ･ス コ ア の 決 定 は 

星 野 の 分 類 を 参 考 に 心 (1986) 

理 学 を 専 攻 し て い る 学 生 ６ 名 

で 行 っ た 。 

ま た ， 尺 度 日 本 語 版 と AES 

の 得 点 を 比 べ る 際 は 相 TST  , 

対 的 に 比 較 す る た め ， 両 者 を 

TS 百 分 率 に 置 換 し た 。 な お ， 

の ロ ー カ ス ･ ス コ ア は 点 数 T 

が 高 い ほ ど 社 会 的 繋 留 度 が 高 

い こ と を 示 し て い る の で ， 百 

分 率 を 逆 転 し て 求 め た 。 例 え 

ば ， ロ ー カ ス ･ス コ ア が 文 20 

18 18/20 90% 中 点 で あ る 時 で 

と い う こ と に な る が こ れ は 社 

会 的 繋 留 度 が 高 く ， 自 己 中 心 

性 は 低 い こ と を 示 し て い る の 

， 。 で 自 己 中 心 性 は に な る 10% 

結 果 

尺 度 日 本 語 版 の 自 己 中 心 AES 

性 項 目 の 素 点 平 均 点 は ， 男 性 で 

38.57(SD=5.51) 36.88(SD=4. ， 女 性 が 

で あ っ た 。 の ロ ー カ ス ･ 71) TST 

ス コ ア の 素 点 平 均 点 は ， 男 性 で 

5.45(SD=6.51) 6.11(SD=6.02) ， 女 性 が 

で あ っ た 。 尺 度 日 本 語 版 と AES 

そ れ ぞ れ で 測 定 さ れ た 自 己 TST 

中 心 性 得 点 の 平 均 点 を 百 分 率 で 

Figure1 男 女 別 に 表 し た も の が
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で あ る 。 尺 度 と 男 女 別 の 要 因 2 

分 散 分 析 を 行 っ た と こ ろ ， 尺 度 

と 男 女 別 の 交 互 作 用 は み ら れ な 

か っ た 。 尺 度 の 主 効 果 に 有 意 差 

が 見 ら れ た 。 つ (F =32 27 p= 00) (1,159)  . , . 

ま り ， 尺 度 日 本 語 版 の 方 が AES 

よ り 高 得 点 で あ っ た 。 性 別 TST 

の 主 効 果 に 有 意 差 は 認 め ら れ な 

か っ た 。 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

AES尺度日本語版 

（自己中心性） 

TST 

（ローカススコア） 

（％） 

Figure1. AES尺度日本語版とTSTの男女別得点 
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Figure2. 男女別の文章数 

男性 

女性
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性別　 反応 合意反応 非合意反応 特異反応 合計 

男 136(22.0) 478(77.5) 3(0.5) 617(100) 

女 270(17.3) 1287(82.6) 2(0.1) 1559(100) 

合計 406(18.7) 1765(81.1) 5(0.2) 2176(100)
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非 合 意 反 応 の 男 女 別 人 数 と 例 Table3. 

人数 例 人数 例 

1 25 男だ/人間です 55 大学生です/女です 

2 20 地球人である/○○学部です 47 女です/19歳です 

3 15 ○○県出身である/学生だ 32 ○○大学生である/女 

4 12 19才である/○○座だ 23 ○○に住んでいる/長女である 

5 11 ○型だ/次男です 19 18さいです/姉がいます 

6 7 人間です/水泳部員です 12 B型です/○○出身である 

7 4 一人暮らし/生きています 14 AB型です/学生である 

8 4 自転車通学だ/○○県出身 14 実家暮らしです/○大1年生である 

9 5 ○大の生徒です/一人暮らしだ 6 5人家族だ/○○座です 

10 7 地球にいる/長男です 7 日本人だ/一人暮らしだ 

11 1 11月生まれです 7 4人家族の姉です/県外出身 

12 3 19歳です/○○出身だ 8 O型だ/大学に通っている 

13 4 一人ぐらしをしています/来年20歳です 2 地元生です/空手部です 

14 3 バイトをしています/62kgの体重です 5 A型です/バイトをしている 

15 0 2 
人間です/家から駅までは自転車で通ってい 
ます 

16 5 ○○型です/6人家族です 4 4人家族です/19歳です 

17 1 3人姉弟です 3 ○○出身/○○座です 

18 3 人です/日本人だ 3 一人暮らし/○型です 

19 3 ○○座です/4人家族だ 2 4人家族です/バイトしていない 

20 3 兄弟がいる/1月生まれです 5 兄弟が下に２人いる/生きている 

男 女 
回答番号
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非 合 意 反 応 の 男 女 別 人 数 と 例 Table3. 
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12 3 19歳です/○○出身だ 8 O型だ/大学に通っている 

13 4 一人ぐらしをしています/来年20歳です 2 地元生です/空手部です 

14 3 バイトをしています/62kgの体重です 5 A型です/バイトをしている 

15 0 2 
人間です/家から駅までは自転車で通ってい 
ます 

16 5 ○○型です/6人家族です 4 4人家族です/19歳です 

17 1 3人姉弟です 3 ○○出身/○○座です 

18 3 人です/日本人だ 3 一人暮らし/○型です 

19 3 ○○座です/4人家族だ 2 4人家族です/バイトしていない 

20 3 兄弟がいる/1月生まれです 5 兄弟が下に２人いる/生きている 

男 女 
回答番号

特 異 反 応 の 男 女 別 人 数 と 例 Table4. 

人数 例 人数 例 

1 30 気分屋/元気です 49 音楽が好き/今、お腹がすいている 

2 32 勉強が嫌い/バスケが好き 55 猫好きである/背が低い 

3 33 自己中/サッカーが好きです 69 甘いものが好きです/お笑いがすき 

4 32 お腹がすいている/ポジティブです 75 冬が好きです/テレビをよく見ます 

5 30 気まぐれ/野菜は嫌いです 72 食べることが好きです/友達が好きだ 

6 29 秋が好きである/背が低いです 77 英語がニガテです/マイペース 

7 25 数学が好きだ/金欠だ 74 そうじが好き/お金がない 

8 26 人からマメだといわれる/テニスが好きです 70 服が好き/どこか冷めている 

9 22 音楽が好きだ/先生になりたい 74 朝起きるのが苦手です/明るいです 

10 21 短気だ/運動が好きです 72 よく悩む/お菓子が大好きだ 

11 25 時間が欲しいです/めんどくさがり屋です 68 犬を飼っています/寒がり 

12 23 食べるのが速い/無口です 65 色白になりたいです/ひねくれてます 

13 21 ピアノを弾くのが好きだ/寝たい 68 背が低いです/ダイエットしてます 

14 19 ゲームが好きだ/英語が苦手だ 63 酒好き/眠いです 

15 22 テレビをよく見る/徳島が好きです 63 元気です/読書が好きだ 

16 16 歩くのが好き/時計をしています 58 太ってます/心理学に興味がある 

17 20 チョコレートが大好きです/巨人がきらいだ 57 実家大好きです/おもしろくなりたいです 

18 18 野球が好きです/眠い 55 よく寝る/チーズが食べたい 

19 18 人の話を聞くのが下手だ/本が好きです 54 好き嫌いが激しいです/英語が好きだ 

20 16 バナナが嫌いです/努力家です 49 最近魚が好きです/落ち込んでいる 

回答番号 
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19 18 人の話を聞くのが下手だ/本が好きです 54 好き嫌いが激しいです/英語が好きだ 

20 16 バナナが嫌いです/努力家です 49 最近魚が好きです/落ち込んでいる 

回答番号 
男 女 

人数 例 人数 例 

1 1 (名前)です 1 （ニックネーム）です 

3 0 ― 1 ○○□×である 

20 1 （名前）です 0 ― 

回答番号 
男 女 

ま た ， 男 女 別 に す べ て の 反 応 数 

と 割 合 を 示 し た も の が で Table1 

あ る 。 の 反 応 の 比 率 に 男 女 TST 

差 が あ る の か を 検 討 し た 結 果 ，
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( =9 1 有 意 差 が 認 め ら れ た ( ) χ  2  2 . 

。 そ の 後 ， 文 章 番 号 別 5 p= 01) , . 

に 反 応 と 男 女 別 の χ ² 検 定 を し 

10 ( (1)=4 73 p= 0 た 結 果 ， 文 目 χ 2  . , . 

， 文 目 χ ( ) と 3) 13 ( =5 37 p= 02) 2  1 . , . 

文 目 ( χ ( ) で 有 16 =4 88 p= 02) 2  1 . , . 

意 差 が 認 め ら れ た 。 い ず れ も 男 

性 は 女 性 よ り も 合 意 反 応 が 多 

く ， 非 合 意 反 応 が 少 な か っ た 。 

の 男 女 の 反 応 別 の 推 移 人 数 TST 

と 例 は 2 ～ 4 に 示 す 通 り で Table 

あ る 。 特 異 反 応 は 反 応 数 が 少 な 

い た め ， 反 応 が 見 ら れ た 回 答 番 

号 の み を 示 し て い る 。 ま た ， 固 

有 名 詞 な ど 個 人 が 特 定 さ れ る 可 

能 性 が あ る と 判 断 し た も の に 

は ， 特 定 で き な い よ う に 記 載 を 

変 更 し た 。 

考 察 

本 研 究 で は ， 青 年 期 で あ る 大 

学 生 を 対 象 に 尺 度 日 本 語 AES 

版 と と い う そ れ ぞ れ 自 己 中 TST 

心 性 の 程 度 を 調 べ る 尺 度 を 実 施 

し ， 両 尺 度 に 違 い が あ る の か ， 

そ し て ， 違 い が 出 る と し た ら ど 

の よ う な 違 い な の か を ， 男 女 別 

に 青 年 期 特 有 の 自 己 中 心 性 に つ 

い て 検 討 す る こ と を 目 的 と し 

た 。 

尺 度 日 本 語 版 と の 平 AES TST 

均 得 点 は ， 尺 度 日 本 語 版 の AES 

方 が よ り 得 点 が 高 か っ た 。 TST 

こ の こ と か ら 尺 度 日 本 語 AES 

版 と は そ れ ぞ れ 異 な っ た TST  , 

自 己 中 心 性 を み て い る と 考 え ら 

れ る 。 こ れ は 一 口 に 自 己 中 心 性 

と い っ て も 様 々  な 側 面 が あ る と 

い う こ と を 示 し て い る 。 尺 AES 

度 日 本 語 版 は 「 自 身 焦 点 」 と , 

「 想 像 上 の 観 客 」 と い う つ の 2 

自 己 中 心 性 の 側 面 を み て い る 

( ) 。 に 関 Yamamoto 2008 ら , TST 

し て は ， 合 意 反 応 が 多 く ， 社 会 

的 ・ 客 観 的 事 実 を 述 べ る 比 率 が 

高 い こ と が 明 ら か と な っ た 。 つ 

ま り ， を 用 い た 場 合 ， 青 年 TST 

期 で は 自 分 を 客 観 的 ・ 社 会 的 枠 

組 で 判 断 し て い る と 言 え る 。 

次 に ， の 文 章 数 を 男 女 で TST 

比 較 し た と こ ろ ， 女 性 は 男 性 よ 

り 文 章 数 が 多 か っ た 。 の 文 TST 

章 数 に つ い て ， 山 田 の 研 (1989) 

12 究 で は 大 学 生 の 平 均 記 述 数 は 

文 と な っ て い る が ， 看 護 学 生 を 

19 対 象 と し た 別 の 研 究 で は 平 均 

文 と な っ て お り ， こ の こ と ~20 

に 関 し て 川 瀬 ･松 本 は 私 (1997) 「『 

は 誰 か ？ 』 と じ っ く り 自 問 自 答 

す る こ と が で き た か 否 か ， あ る
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い は 日 頃 か ら 自 己 に つ い て 内 省 

し た り ， 意 識 し た り す る こ と が 

あ る か ど う か が ， 記 述 数 に 反 映 

さ れ て い る の か も し れ な い 」 と 

述 べ て い る 。 こ の こ と か ら ， 女 

性 の 方 が 男 性 よ り 自 身 に つ い て 

日 頃 か ら よ く 考 え る こ と が 多 い 

と い え る か も し れ な い 。 ま た ， 

女 性 の 方 が 自 分 自 身 を 開 示 す る 

こ と を 容 易 に 行 う こ と が で き る 

が ， 男 性 は 日 頃 ， 自 分 自 身 に つ 

い て 考 え る こ と を あ ま り 行 わ な 

い か ， 開 示 す る こ と が 苦 手 な ど 

の 理 由 が 考 え ら れ る 。 し か し ， 

こ れ は 一 般 に 女 性 の 方 が 男 性 よ 

り 言 語 能 力 が 高 い と 言 わ れ ， 文 

章 を 書 く こ と に 対 し て あ ま り 抵 

抗 が な か っ た と い う こ と も 考 え 

ら れ る た め ， 今 後 は ， 自 分 自 身 

に つ い て あ ま り 考 え な い の か ， 

文 章 を 書 く こ と 自 体 に 抵 抗 が あ 

る の か な ど ， 感 情 の 面 も 考 慮 し 

た 尺 度 を 作 成 す る 必 要 が あ る か 

も し れ な い 。 

男 女 別 に の 反 応 比 率 を 比 TST 

較 し た 結 果 ， 男 性 の 方 が 女 性 よ 

(1 り 合 意 反 応 が 多 か っ た 。 星 野 

に よ れ ば ， 社 会 的 ・ 客 観 的 986) 

事 実 を 述 べ た 合 意 反 応 は 回 答 の 

前 半 ， 特 に 答 目 ま で に 出 現 し 5 

や す く ， そ の 後 ， 非 合 意 反 応 に 

， ， ， ， 転 換 し て も 終 盤 の 17 18 19 

答 目 あ た り に 再 び 合 意 反 応 20 

が 出 現 す る こ と は 珍 し く な い と 

し て い る 。 こ の こ と か ら ， 今 回 

10 13 16 有 意 差 が み ら れ た ， ， 

答 目 は 非 合 意 反 応 が 出 や す い 回 

答 番 号 だ っ た と 思 わ れ る 。 し か 

し ， そ こ で は 男 性 は 女 性 よ り も 

合 意 反 応 が 多 か っ た 。 つ ま り ， 

男 性 は 女 性 に 比 べ て 自 身 の こ と 

を 客 観 的 に 捉 え て い る と 思 わ れ 

る 。

ま た ， 全 体 的 に も 男 性 の 方 が 

合 意 反 応 の 出 現 率 が 多 く 女 性 , 

の 方 が 非 合 意 反 応 の 出 現 率 が 多 

か っ た の は ， 自 己 に つ い て 男 性 

は 客 観 的 に ， 女 性 は 主 観 的 に 捉 

え る こ と が 多 い と 思 わ れ る 。 し 

か し ， 男 女 で ロ ー カ ス ･ ス コ ア 

に 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た の 

は ， 男 性 の 多 く は 合 意 反 応 が 回 

答 前 半 に 集 中 し ， 女 性 は 後 半 に 

な っ て も 合 意 反 応 が 出 た こ と が 

。 ， 関 係 し て い る と 思 わ れ る ま た 

， 男 性 は ロ ー カ ス ･ス コ ア 点 が 0 

比 率 的 に 女 性 よ り も 多 か っ た こ 

と も 要 因 の つ で あ ろ う 。 つ ま 1 

り ， 男 性 は 自 身 に つ い て 客 観 的 

な 面 に 注 目 し て 客 観 → 主 観 と 捉
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え て い る が ， 女 性 は 主 観 的 な 部 

分 に 注 目 し て 自 身 の こ と を 捉 え 

る 傾 向 が あ り ， 客 観 → 主 観 → 客 

観 と い う よ う に 自 己 を 捉 え て い 

る の で は な い か と 考 え ら れ る 。 

自 己 中 心 性 の 面 か ら 言 え ば ， 主 

観 的 な 面 に 注 目 し が ち な 女 性 の 

方 が 高 い と 言 え る か も し れ な 

い 。

以 上 の こ と か ら ， 尺 度 日 AES 

本 語 版 と は そ れ ぞ れ 異 な っ TST 

た 自 己 中 心 性 を 測 定 し て い る と 

言 え ， そ の こ と は 自 己 中 心 性 に 

様 々  な 側 面 が あ る こ と を 示 し て 

Elkind Enright Piaget い る 。 や は ， 

の 認 知 発 達 理 論 に 基 づ き ， 青 年 

期 に 新 た に 出 現 す る 自 己 中 心 性 

の 内 容 に つ い て 研 究 を 行 っ て い 

る 。 自 分 と 他 者 に つ い て 得 ら れ 

る 情 報 の 違 い に 起 因 す る バ イ ア 

ス と し て 認 知 理 論 か ら 自 己 中 心 

， 性 を 検 討 す る 研 究 も あ る (工 藤 

) 。 2010 

自 己 中 心 性 は ， 自 己 と 他 者 と 

の 関 係 性 の 中 で ， 他 者 か ら の 評 

価 を 自 己 が 推 測 す る 時 に 生 じ る 

も の で あ る 。 他 者 視 点 取 得 の 歪 

み が 生 じ る こ と で 自 己 中 心 性 が 

生 じ る と 言 え る 。 本 来 ， 他 者 の 

思 い や 認 識 な ど に 関 す る 情 報 を 

他 者 と 同 じ く ら い 有 す る こ と は 

不 可 能 で あ り ， 他 者 視 点 を 正 確 

に 推 測 す る こ と は 困 難 で あ る 。 

そ れ に 加 え ， そ の 時 の 自 己 の 心 

理 的 状 態 な ど も 影 響 を 与 え る と 

言 え る 。 

自 己 中 心 性 に つ い て ， 発 達 的 

， ， 視 点 認 知 的 視 点 か ら そ の 本 質 

特 徴 な ど を 研 究 し ， 社 会 生 活 の 

中 で そ れ ら の 知 見 を 活 か し ， 滑 

ら か な 社 会 生 活 を 営 め る よ う に 

す る こ と が 今 後 の 課 題 と 言 え 

る 。 
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